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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月22日(2017.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
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【表３】

本発明の実施態様の一部を以下の項目［１］－［３０］に記載する。
［項目１］
　コアと外層とを含む多成分繊維であって、前記外層の少なくとも一部分が、ポリジオル
ガノシロキサンポリアミドコポリマーを含む第１の溶融加工可能な組成物を含み、前記コ
アが、ポリジオルガノシロキサンポリマーを含まない第２の溶融加工可能な組成物を含み
、前記多成分繊維が、５～２５重量％のポリジオルガノシロキサンポリアミドコポリマー
を含む、多成分繊維。
［項目２］
　前記ポリジオルガノシロキサンポリオキサミドコポリマーが、次式Ｉ：
【化１】

　（式中、
　各Ｒ１は、独立して、アルキル、ハロアルキル、アラルキル、アルケニル、アリール、
又はアルキル、アルコキシ、若しくはハロで置換されたアリールであり、前記Ｒ１基の少
なくとも５０パーセントはメチルであり、
　各Ｙは、独立して、アルキレン、アラルキレン、又はこれらの組み合わせであり、
　Ｇは、式Ｒ３ＨＮ－Ｇ－ＮＨＲ３のジアミンから２つの－ＮＨＲ３基を除いたものに相
当する二価残基であり、
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　Ｒ３は、水素若しくはアルキルであるか、又はＲ３は、両方結合されるＧ及び窒素と共
に複素環式基を形成し、
　ｎは、独立して、４０～１５００の整数であり、
　ｐは、１～１０の整数であり；
　アスタリスク（＊）は、繰り返し単位がコポリマーの別の基に結合する部位を示す）の
少なくとも２つの繰り返し単位を含む、項目１に記載の多成分繊維。
［項目３］
　各Ｒ１がメチルであり、Ｒ３が水素である、項目２に記載の多成分繊維。
［項目４］
　前記ポリジオルガノシロキサンポリオキサミドコポリマーが、ｐが１に等しい第１の繰
り返し単位と、ｐが少なくとも２である第２の繰り返し単位とを有する、項目２又は３に
記載の多成分繊維。
［項目５］
　Ｇが、アルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、ポリジオルガノシ
ロキサン、又はこれらの組み合わせである、項目２～４のいずれか一項に記載の多成分繊
維。
［項目６］
　Ｙが、アルキレンである、項目２～５のいずれか一項に記載の多成分繊維。
［項目７］
　ｎが、５０～３００の整数である、項目２～６のいずれか一項に記載の多成分繊維。
［項目８］
　前記第１の溶融加工可能な組成物が、感圧接着剤ではない、項目１～７のいずれか一項
に記載の多成分繊維。
［項目９］
　前記第２の溶融加工可能な組成物が、ポリオレフィンポリマー、ポリオレフィンエラス
トマー、ポリウレタンエラストマー、又はこれらの混合物から選択される、項目１～８の
いずれか一項に記載の多成分繊維。
［項目１０］
　前記第２の溶融加工可能な組成物が、ポリオレフィンであり、前記多成分繊維が、７５
重量％～９５重量％のポリオレフィンを含む、項目９に記載の多成分繊維。
［項目１１］
　前記ポリオレフィンが、ポリプロピレンホモポリマー又はコポリマーである、項目１０
に記載の多成分繊維。
［項目１２］
　前記第２の溶融加工可能な組成物が、ポリオレフィンポリマーのブレンドである、項目
９に記載の多成分繊維。
［項目１３］
　前記ポリオレフィンエラストマーが、５～６５重量％の範囲の量で前記ブレンド中に存
在する、項目１２に記載の多成分繊維。
［項目１４］
　項目１～１３のいずれか一項に記載の多成分繊維を含む、不織布ウェブ。
［項目１５］
　前記不織布ウェブが、少なくとも０．１０、又は０．２０、又は０．３０ｍｍの厚さを
有する、項目１４に記載の不織布ウェブ。
［項目１６］
　前記多成分繊維が、約５～５０マイクロメートルの範囲の平均繊維径を有する、項目１
４又は１５に記載の不織布ウェブ。
［項目１７］
　前記多成分繊維が、１５マイクロメートル以下の平均繊維径を有する、項目１６に記載
の不織布ウェブ。
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［項目１８］
　前記不織布ウェブが、２５～２００ｇ／ｍ２の範囲の坪量を有する、項目１４～１７の
いずれか一項に記載の不織布ウェブ。
［項目１９］
　前記不織布ウェブが、少なくとも１０００、３０００、又は５０００ｇ／ｍ２／２４ｈ
の直立ＭＶＴＲを有する、項目１４～１８のいずれか一項に記載の不織布ウェブ。
［項目２０］
　前記不織布ウェブが、少なくとも１０，０００ｇ／ｍ２／２４ｈの倒立ＭＶＴＲを有す
る、項目１４～１９のいずれか一項に記載の不織布ウェブ。
［項目２１］
　前記不織布ウェブが、ＥＮ２０８１１に従って、少なくとも５分間又は１０分間の透水
耐性を有する、項目１４～２０のいずれか一項に記載の不織布ウェブ。
［項目２２］
　前記不織布ウェブが、抗菌剤を更に含む、項目１４～２１のいずれか一項に記載の不織
布ウェブ。
［項目２３］
　少なくとも１０，０００ｇ／ｍ２／２４ｈの倒立ＭＶＴＲ、及びＥＮ２０８１１に従っ
て２０ｍｂａｒ（２ｋＰａ）の水圧に対して少なくとも１０分間の透水耐性を有する、不
織布ウェブ。
［項目２４］
　前記不織布ウェブが、項目１～１３のいずれか一項に記載の多成分繊維を含む、項目２
３に記載の不織布ウェブ。
［項目２５］
　裏地を含む医療用物品であって、前記裏地が、項目１４～２４のいずれか一項に記載の
不織布ウェブを含む、医療用物品。
［項目２６］
　前記医療用物品が、テープ、創傷包帯、及び切開用ドレープからなる群から選択される
、項目２５に記載の医療用物品。
［項目２７］
　前記不織布裏地の主表面上に配置される皮膚接触材料を更に含む、項目２５又は２６に
記載の医療用物品。
［項目２８］
　前記皮膚接触材料が、接着剤、吸収剤、又はこれらの組み合わせである、項目２７に記
載の医療用物品。
［項目２９］
　前記吸収剤が、親水コロイド、ポリマーゲル、又は発泡体である、項目２８に記載の医
療用物品。
［項目３０］
　多成分マイクロ繊維を作製する方法であって
　ポリジオルガノシロキサンポリアミドコポリマーを含む第１の溶融加工可能な組成物を
準備する工程と、
　ポリジオルガノシロキサンポリマーを含まない第２の溶融加工可能な組成物を準備する
工程と、
　前記第１及び前記第２の溶融加工可能な組成物をメルトブローして、コア及び外層を含
む多成分繊維を形成する工程と、を含み、前記外層の少なくとも一部分が、前記第１の溶
融加工可能な組成物を含み、前記コアが、前記第２の溶融加工可能な組成物を含み、前記
多成分繊維が、５～２５重量％のポリジオルガノシロキサンポリアミドを含む、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コアと外層とを含む多成分繊維であって、前記外層の少なくとも一部分が、ポリジオル
ガノシロキサンポリアミドコポリマーを含む第１の溶融加工可能な組成物を含み、前記コ
アが、ポリジオルガノシロキサンポリマーを含まない第２の溶融加工可能な組成物を含み
、前記多成分繊維が、５～２５重量％のポリジオルガノシロキサンポリアミドコポリマー
を含み、前記第１の溶融加工可能な組成物が、感圧接着剤ではない、多成分繊維。
【請求項２】
　前記第２の溶融加工可能な組成物が、ポリオレフィンポリマー、ポリオレフィンエラス
トマー、ポリウレタンエラストマー、又はこれらの混合物から選択される、請求項１に記
載の多成分繊維。
【請求項３】
　前記第２の溶融加工可能な組成物が、ポリオレフィンであり、前記多成分繊維が、７５
重量％～９５重量％のポリオレフィンを含む、請求項２に記載の多成分繊維。
【請求項４】
　前記ポリオレフィンが、ポリプロピレンホモポリマー又はコポリマーである、請求項３
に記載の多成分繊維。
【請求項５】
　前記第２の溶融加工可能な組成物が、ポリオレフィンポリマーのブレンドである、請求
項２に記載の多成分繊維。
【請求項６】
　前記ポリオレフィンエラストマーが、５～６５重量％の範囲の量で前記ブレンド中に存
在する、請求項５に記載の多成分繊維。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の多成分繊維を含む、不織布ウェブ。
【請求項８】
　少なくとも１０，０００ｇ／ｍ２／２４ｈの倒立ＭＶＴＲ、及びＥＮ２０８１１に従っ
て２０ｍｂａｒの水圧に対して少なくとも１０分間の透水耐性を有し、
　前記外層の少なくとも一部分が、ポリジオルガノシロキサンポリアミドコポリマーを含
む第１の溶融加工可能な組成物を含み、前記コアが、ポリジオルガノシロキサンポリマー
を含まない第２の溶融加工可能な組成物を含み、前記多成分繊維が、５～２５重量％のポ
リジオルガノシロキサンポリアミドコポリマーを含む、不織布ウェブ。
【請求項９】
　前記不織布ウェブが、請求項１～６のいずれか一項に記載の多成分繊維を含む、請求項
８に記載の不織布ウェブ。
【請求項１０】
　裏地を含む医療用物品であって、前記裏地が、請求項７～９のいずれか一項に記載の不
織布ウェブを含む、医療用物品。
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